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1. はじめに 

 近年，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が世界中

に蔓延し，遠隔授業やリモートワークのようにネットワークを

通して他者と交流する機会が増えている．そのため，テレ

ビ電話などを使用する機会が増え，カメラを通すと実際に

対面した時と比較して相手の表情を確認することが困難で

ある．そこで本研究では，畳み込みニューラルネットワーク

（CNN）を用いてカメラに映る表情から感情判別を行い，ネ

ットワークを通した他者との交流をサポートすることを目的

とする． 

 

2. 人間の感情 

 人間の感情は大まかに，「恐怖（Fear）」・「怒り（Angry）」・

「悲しみ（Sad）」・「驚き（Surprise）」・「嫌悪（Disgust）」・「喜

び（Happy）」の六つに分けることができる．そのことから，人

間の表情はこの六つの感情と「無表情（Neutral）」の七つ

に 分 け て 判 別 す る こ と が で き る と 考 え る ． 今 回 は ，

FER-2013[2]という図 1 に示すような人間の顔が映った画

像と７つの表情ごとに分けているパラメータを持ったデータ

セットを用いて表情判別のモデルを作成する． 

 

 

図 1．感情データセットのサンプル画像 

 

3. CNN 

 CNN（畳み込みニューラルネットワーク）とは，画像認識

分野の深層学習に頻繁に使用されている．CNN の基本的

な考え方は，問題に特化したネットワーク構成を用いて多

層構造のネットワークをスリム化し，ネットワーク学習を容易

にすることである．画像認識に用いられる CNN は，生物の

視覚神経系を模倣することでその基本構造を構成してい

る．CNN で用いられる構造を図２に示す． 

 
図 2，CNN の構造 

図２に示すように CNN は多層型のニューラルネットワーク

です．[3] 

 

4. 既存の判別法 

すでに Octavio Arriga 氏による九つの畳み込み層，

ReLU,バッチ正規化，グローバル平均プーリングからなる

標準的な完全畳み込みニューラルネットワークという手法

が提案されている[1]が FER-2013 を用いた判別では 66％

の制度でありあまり芳しくない． 

そこで本研究では，このアルゴリズムをベースに改良を

していく． 

 

5. まとめ 

 今後の課題としては，Octavio 氏のプログラムの改善と感

情判別モデルの精度向上と今現在インターネットに出回っ

ているカメラを用いた表情による感情判別のアプリとの差

別化が挙げられる．プログラムの改善を行うことについては，

その場合のモデルの精度の比較を行うためであり，感情判

別モデルの精度向上については，プログラムのパラメータ

を調節し，最適な精度となるようにし，感情判別のアプリと

の差別化についてはリアルタイム性を主軸として，その性

質に特化したものを作成する． 
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